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U.S.Indicators マクロ経済指標レポート 

米国 住宅販売は緩やかな減少トレンド(06年４月中古住宅販売) 
    06年5月25日(木) 

～販売価格は前年同月比＋3.8％まで鈍化～  

第一生命経済研究所 経済調査部 

 桂畑 誠治(かつらはた せいじ) 

(03-5221-5001：seiji@dlri.dai-ichi-life.co.jp) 

 

06年４月の中古住宅販売〔季節調整済み年率換算：以下同様〕は、676万戸と前月比▲

2.0％となった。市場予想の675万戸を上回ったが、３月が2.0万戸下方改定されており実

態は市場予想を下回っている。コンドミニアムとコープ住宅が83.9万戸と前月比▲2.4％、

一戸建てが592.0万戸と同▲2.0％となった。中古住宅の在庫率は、販売が減少したなか

で供給が拡大したことから5.9ヵ月まで上昇した。 

４月の中古住宅販売は、２、３月に金利が上昇したこととによって縮小したと考えら

れる。中古住宅販売は、住宅購入意欲の強い層の人口に占める比率が高いなか、雇用・

所得の拡大、歴史的にみれば低い金利水準、緩和的な銀行の貸し出し基準などによって

下支えされている。しかし、３、４、５月と金利上昇が続いており、今後も中古住宅販

売は緩やかな減少傾向を辿ると予想される。 

 

他の指標でも、住宅需要の減少傾向が続いていることが示されている。ＮＡＨＢ住宅

市場指数は、05年６月の72をピークに５月には45まで低下している。「客足指数」、

「現在の住宅販売指数」も低下傾向を辿っている。また、住宅販売に約１ヵ月先行する

住宅購入ローン申請件数は高い水準で推移しているが、金利上昇によってピークアウト

している。 

今後も、雇用・所得の拡大、住宅購入需要の強い世代の人口に占める割合が高いこと

等を背景に急減する可能性は小さいものの、モーゲージ金利の上昇によって住宅販売は

減少傾向を辿ると予想される。 

 

前月比▲2.0％の

676.0 万戸 

住宅販売に先行する

各指標は減少傾向持

続を示唆 

中古住宅販売価格 中古住宅 ﾓｰｹﾞｰｼﾞ ﾓｰｹﾞｰｼﾞ 住宅市場 住宅着工
ｺﾝﾄﾞﾐﾆｱﾑ 一戸建て 中間 平均 在庫率 購入指数 金利 指数 一戸建て ２～４戸 ５戸以上

05/04 7170 900 6270 ＋14.7 ＋9.8 4.2 ＋4.6 5.82 67 2079 1680 48 351
05/05 7140 910 6230 ＋11.7 ＋8.7 4.3 ＋1.8 5.69 70 2034 1717 37 280
05/06 7270 940 6330 ＋13.5 ＋8.2 4.5 ＋2.5 5.57 72 2078 1724 38 316
05/07 7130 910 6220 ＋13.4 ＋9.3 4.5 ▲1.6 5.72 70 2070 1740 36 294
05/08 7210 930 6280 ＋16.4 ＋11.6 4.7 ＋0.4 5.77 67 2075 1713 43 319
05/09 7200 910 6290 ＋14.3 ＋10.2 4.6 ＋0.3 5.83 65 2158 1790 58 310
05/10 7050 870 6180 ＋16.9 ＋11.1 4.8 ▲4.7 6.09 68 2046 1726 33 287
05/11 7030 880 6150 ＋13.3 ＋9.4 4.9 ＋1.7 6.28 61 2131 1795 38 298
05/12 6750 877 5860 ＋10.6 ＋6.8 4.9 ▲6.7 6.22 57 2002 1633 31 338
06/01 6570 780 5790 ＋12.6 ＋8.8 5.1 ＋1.6 6.10 57 2265 1814 27 424
06/02 6900 850 6050 ＋10.4 ＋5.8 5.1 ▲10.2 6.23 56 2132 1812 35 285
06/03 6900 860 6040 ＋7.8 ＋4.4 5.4 ＋0.2 6.38 54 1996 1626 37 333
06/04 6760 839 5920 ＋4.3 ＋3.8 5.9 ＋1.1 6.54 51 1849 1535 52 262
06/05 ＋0.3 6.63 45
（注）単位は住宅販売が千戸、その他は％。

住宅関連指標の動向
中古住宅販売
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申請指数 住宅ローン金利
購入 借換 固定金利 変動金利 （30年、固定

前週比 前週比 前週比 前週比 前週比 、約定ベース）

2006/2/24 571.5 -1.2 400.8 -1.9 1573.5 0.1 429.7 0.0 3545.8 -4.1 6.19
2006/3/3 575.6 0.7 399.0 -0.4 1614.4 2.6 435.3 1.3 3518.3 -0.8 6.31

2006/3/10 574.4 -0.2 403.0 1.0 1583.6 -1.9 428.8 -1.5 3626.8 3.1 6.42
2006/3/17 565.0 -1.6 393.6 -2.3 1574.5 -0.6 424.9 -0.9 3502.8 -3.4 6.31

2006/3/24 571.7 1.2 404.1 2.7 1558.4 -1.0 427.5 0.6 3595.7 2.7 6.36

2006/3/31 612.8 7.2 438.2 8.4 1640.8 5.3 459.5 7.5 3828.5 6.5 6.49

2006/4/7 579.4 -5.5 417.7 -4.7 1532.4 -6.6 433.8 -5.6 3633.3 -5.1 6.50

2006/4/14 569.6 -1.7 407.4 -2.5 1526.1 -0.4 424.8 -2.1 3605.3 -0.8 6.56

2006/4/21 548.6 -3.7 389.4 -4.4 1489.4 -2.4 413.0 -2.8 3392.0 -5.9 6.53

2006/4/28 596.8 8.8 433.3 11.3 1565.6 5.1 448.5 8.6 3706.4 9.3 6.57

2006/5/5 562.1 -5.8 416.5 -3.9 1427.4 -8.8 421.2 -6.1 3517.7 -5.1 6.61

2006/5/12 588.0 4.6 426.7 2.4 1546.8 8.4 431.9 2.5 3861.9 9.8 6.66

2006/5/19 552.6 -6.0 396.4 -7.1 1480.5 -4.3 402.5 -6.8 3699.0 -4.2 6.61

抵当貸付銀行協会 (MBA)
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週次購入用住宅ローン申請指数（右）

住宅販売と住宅ローン申請動向（千）

（注）ローン申請件数は

月平均、１ヵ月先行。

(出所）米商務省

住宅関連資産からの資金調達動向では、全米住宅価格と概ね同様の動きをする中古住

宅販売価格は、４月に前年同月比＋3.8％と１～３月期の前年同期比＋6.3％から鈍化し

ていることから、同期の全米住宅価格も伸び率が低下していると予想される。この結果、

ホーム・エクイティ・ローン〔住宅の純資産価値（住宅の時価からモーゲージ・ローン

の未払残高を除いた部分）を担保に借り入れ枠を設定すること〕は４～６月期も拡大ペ

ースが鈍化していると見込まれる。このような住宅資産からの資金調達は、借入・借り

換え申請から１四半期程度遅れて家計の流動性に影響を与えることから、４～６月期に

続き７～９月期も家計の流動性増加ペースは鈍化しよう。もっとも、鈍化ペースが緩や

かなものとなっていること、雇用・所得が拡大していることから、４～６月期の個人消

費は前期比年率＋３％程度を維持すると見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅資産からの資金

調達拡大ペースは鈍

化傾向を辿ろう 
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ｱﾌｫｰﾀﾞﾋﾞﾘﾃｨｰの推移
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中古住宅販売と金利動向（万戸） （％）

（注）金利は４ヶ月先行
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(出所）米商務省、住宅ﾛｰﾝ銀行協会、全米不動産業者協会
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